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3 個の玉が横に一列に並んでいる．コインを 1 回投げて，それが表であれば，そのときに中央にある玉とその

左にある玉とを入れ替える．また，それが裏であれば，そのときに中央にある玉とその右にある玉とを入れ替え

る．この操作を繰り返す．

(1) 最初に中央にあったものが n 回後に中央にある確率を求めよ．

(2) 最初に右端にあったものが n 回後に右端にある確率を求めよ．� �
【テーマ】：確率と漸化式S Ð ]
(1) は，最初に中央にあった玉が n 回後に中央にある確率を pn として，数列 fpng に関する漸化式を立てます．

(2) は，最初に右端にあった玉が n 回後に右端にある確率を qn としますが，これだけでは漸化式が立てられない

ので，n 回後に中央にある確率を rn として，漸化式を立てます．g q
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(1) 最初に中央にあった玉が n 回後に中央にある確率を pn とすると，n 回目に中央にあった玉が n + 1 回後に

中央に来ることはないので，n 回後に左または右にあった玉が n + 1 回後に中央に来るときを考える．

いずれにしても確率 1
2
で中央に来るので，
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となる．ゆえに，
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である．p1 = 0 であるから，
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(2) 最初に右端にあった玉が n 回後に右端にある確率を qn; 中央にある確率を rn とすると，

Q n 回後に右端にある玉が n + 1 回後に右端に来るのは，表が出たときである．

R n 回後に中央にある玉が n + 1 回後に右端に来るのは，裏が出たときである．

ゆえに，
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が成り立つ．ここで，数列 frng について考える．(1) と同様に考えると，
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である．1 の両辺に 2n+1 をかけると，

2n+1qn+1 = 2nqn + 2nrn
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となるので，an = 2nqn とおくと，

an+1 = an + 2nrn

n = 2 のとき，
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これは，n = 1 のときも成り立つ．ゆえに，求める確率は，
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漸化式を作るときは，n 回後の状況と，n + 1 回後の状況を考えます．(1) は，中央にある確率なので，右端から来

る確率と左端から来る確率がともに 1
2
であることから，まとめて考えることができます．すなわち，中央にない確

率を 1¡ pn とすればよいのです．(2) は右端にある確率を考えるため，(1) のようにはいきません．そこで，n 回

後に中央にある確率を設定して qn と rn を用いて漸化式を導きます．このままでは解けないので，(1) をヒント

に rn を求めればよいことに気付くことがポイントとなります．あとは，漸化式の問題なので頻出の漸化式は必ず解

けるようにしておきましょう．
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